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海津正倫＊：沖積低地の地形発達と泥炭地の形成

MasatomoUMITsu＊：FormationofPeatlandsintheAlluvial

LowlandsinJapan

AbstractTheformationofpeatlandsinvariouskindsofalluviallowlandsinJapanwere

studiedforthisarticle・Peatlandsweremainlyformedduringtheperiodbetweenthelatest

PleistoceneandtheearliestHolocene,ａｎｄalsointhelatterhalfofHolocene・Thethick‐

nessandextentofpeatformatiｏｎｓａｓｗｅｌｌａｓｗｈｅｎｔｈｅｙｂｅｇａｎｆｏｒｍｉｎgaredifferentfor

eachtypeofalluviallowland，Peatlayersarewelldevelopedinalluviallowlandssuchas

drownedvalley,barrieranddeltatypes・Ｐｅａｔｌａｙｅｒｓｉｎｔｈｅｌｏｗｌａｎｄｓｏｆｄｒｏｗｎedvalley

typearethickandtheirformationstartedearlier・Inthebarriertypelowlands,especially

innorthemJapan,peatlandsareveryextensive,andthepeatlayersaremorethan5meters

thickinsomeplaces、Peatlandsinthedeltatypelowlandsarerelativelylargebutthe

formationofpeatlayersstartedlaterthａｎｔhebarrieranddrownedvalleytypes・There

arefewpeatla､dsinthealluvialfantypelowlands，Thepeatlayersinthecoastalplain

typearethinandrelativelysmall・

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：Peatland,Holocenesediments,Alluviallowland

１．はじめに

日本における泥炭地は，東北日本を中心に臨海部から高山地域にまで広く分布している。なかでも，沖

積低地に発達する泥炭地は，一般に，その分布範囲が広く，また，沖積低地の形成が第四紀のさまざまな

環境変化の影響を強く受けていることと関係して，その形成・発達のプロセスはかなり複雑なものとなっ

ている。

泥炭地の形成に関しては，古くから数多くの研究がおこなわれ，気候や地形，水文環境などとの関係が

論じられてきた（阪口，１９７４；BARBER,1981)。とくに，沖積平野における泥炭地の形成は，気候や水文

環境の変化のみならず，後氷期の海面変化や，それにともなう地形変化と密接なかかわりを持っていて

（BEHRE,１９８６；SHENNAN,1987)，北海沿岸地域に関するJELGERsMA(1961),JERGELsMAgtaﾉ.（1979)，

HAGGART(1987),ORsoNvandePLAsscHE＆THOMAS(1987)などでは，沖積平野の完新統基底に基底泥炭

が発達するほか，完新統中にも，海面変化に対応して何枚かの泥炭層が，内陸に向けてくさび形に発達す

ることが示され，海面変化をはじめとする後氷期の環境変化と，泥炭層の形成とのかかわりが検討されて

いる。

わが国においても，沖積平野における泥炭層の分布や，泥炭の年代などが数多く明らかにされている。

しかしながらそれらの研究の多くは，個々の平野を対象とした研究にとどまっており，総合的な観点で沖

積平野の形成と泥炭地の形成とを検討した研究は少ない。その中で，SAKAGucHI(1961)は，尾瀬ケ原泥炭

地のほか，サロペツ原野，釧路平野，石狩平野や，関東の台地を刻む谷中に発達する泥炭地を取りあげ，

その分布や形成に関する検討をおこなった｡その結果,北日本では,完新世初期,4000～3000ｙＢ.Ｃ､,1000yB．

C・以降の三つの時期に泥炭の形成が盛んであったことが示された。さらに，SAKAGucHI(1979)は，全国の

泥炭地の分布を整理するとともに，北海道と内地における泥炭地の分布状態のちがいについて検討し，そ

れらが，両地域における梅雨・台風期の洪水の頻度の違い，また，弥生時代以降における人間活動の影響

の違いに起因していることを示した。
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これらの諸外国や日本における研究成果から，沖積平野における泥炭地の形成が，更新世末から完新世

の環境変化の影響を強く反映したものであると同時に，地域的な特性をも反映したものであることが示さ

れている。

一方，海津（l981a，ｂ）は，わが国の沖積平野が地域的な特質を反映して形成･発達し，それらの形成

過程がいくつかのタイプに分かれることを明らかにした。さらに，それらの沖積平野の発達タイプと泥炭

層の形成とはかなり密接な関係のあることも述べている。

そこで，本稿では，どのような沖積平野において泥炭地が良好に発達するのか，どのような時期に泥炭

地が形成されるのか，また，どのような条件のもとに泥炭地が形成されるのかといった観点から，日本の

沖積平野を対象として，泥炭地の形成と沖積低地の地形発達とのかかわりについて検討する。

2．沖積低地の地形・地質

沖積低地の地形は，それぞれの低地ごとにさまざまな様相を呈し，また，低地を構成する沖積層につい

てもさまざまなタイプが認められる。本論を進めるにあたり，まず，日本の沖積低地の地形・地質につい

て概観する。

（１）沖積低地の地形の概要

一般に，日本における主要な沖積低地の地形は，上流側から扇状地あるいは扇状地性低地，自然堤防と

後背湿地の組み合わせからなる自然堤防地帯(氾濫原)，三角州の順に配列することが多い。たとえば，木

曽川・長良川・揖斐川の流れる濃尾平野では，平野北東部の犬山市付近を扇頂として半径12kｍにおよぶ

犬山扇状地が発達し，その下流側には顕著な自然堤防地帯が，さらに下流側にはきわめて低平な三角州の

地域が広がる。このような地形配列のみられる沖積低地としては，利根川低地一東京下町低地・多摩川低

地・矢作川低地などがある。

これに対して，富士川下流低地・大井川下流低地・黒部川下流低地などの低地では，いずれもその大部

分が扇状地となっており，地表面の平均勾配も５/１，０００～10/1,000程度と，比較的急傾斜である。これらの

低地では，扇状地に特有な網状流路や，それらにはさまれた砂喋堆が明瞭に発達しており，堆積物は大部

分が砂牒質である。

一方，釧路平野・石狩平野・サロベツ原野・新潟平野などでは海岸部に顕著な砂丘が発達している。大

阪平野や，津軽平野も，平野と海との間に細長い段丘や砂州が発達しており，基本的にはこれらの低地と

同様の性格を持っていると考えられる。これらの低地の内陸側の地域はかなり低湿な状態になっており，

津軽平野のように潟湖が存在したり，釧路平野や石狩平野などのように広い湿原（泥炭地）がみられる平

野もある。また，仙台平野や九十九里浜平野などでは，現在の海岸線に平行して浜堤列や旧期砂州などの

砂堤列が発達している。同様の砂堤列は秋田平野北部や石巻平野などにも認められる。

これらの比較的大きな沖積低地に対し，大平野の縁辺部や，海洋や内湾に面して発達する小谷などには

小規模な埋積谷が発達することが多い。これらの谷の末端部は，砂噛や砂州，あるいは平野の主要部を構

成する堆積物などによって閉塞され，排水不良地となっていることが多い。

（２）沖積層の構造

沖積低地の堆積物は，最終氷期最盛期の海面低下に伴って形成された埋没谷や埋没段丘をおおう沖積層

によって構成されている。従って，その厚さは沖積層基底の地形に支配されており，大きな平野の埋没谷

の部分では６０～70ｍにも達する。

沖積層の層相は,堆積物供給源としての流域の地形･水文環境や，堆積物の堆積する場の条件と密接な関係

を持っているが，各地の沖積層の層序や層相の変化にはかなりの共通'性も認められる。とくに，関東平野

(東京下町低地)や濃尾平野など大平野臨海部では沖積層の層序はかなり共通しており，更新世末期の最大

海面低下期につくられた谷の谷底に堆積した沖積層基底喋層,基底喋層をおおう層厚１０ｍ前後の砂層ある

いは砂泥互層からなる下部砂層（下部砂泥互層)，縄文海進にともなって拡大した内湾に堆積した，層厚

20ｍにも及ぶ中部シルト･粘土層（中部泥層)，縄文海進高頂期頃あるいはそれ以降に，拡大していた内湾

を埋積しながら三角州性あるいは海浜性の堆積物として堆積した上部砂層，上部砂層をおおって沖積層最

上部に堆積した，河成の氾濫原堆積物である沖積陸成層の５部層に細分される（井関，1983）ことが多い。
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一方，海進が直接及ばなかった低地内陸部では，内湾の堆積物と考えられる厚いシルト・粘土層は尖減

し，上部砂層や下部砂層も操・砂・シルト・粘土の互層より成る氾濫原堆積物に移化してしまう。最上部

の沖積陸成層は砂牒質となり，さらに上流側では沖積層全体が砂篠質となる。黒部川低地など顕著な扇状

地を主体とする沖積低地では，沖積層はほとんど砂操によって構成されており，同様の扇状地性平野であ

る富士川・大井川・天竜川等のつくる沖積低地でも，内陸側の沖積層はほとんどが砂牒によって構成され

ている。これらの地域では，大平野における中部シルト・粘土層堆積期にも河成の粗粒堆積物が堆積して

いたと推定され，沖積層の分布状態は大平野の下流側の地域の欠除した状態であると考えられる。

また，神奈川県の鶴見川や静岡県の太田川などの，小河川のつくる谷底平野状の沖積平野では，沖積層

は下部砂層をほとんど欠き，姉い上部砂層と基底牒層とにはさまれた厚いシルト・粘土層によって構成さ

れている。このような低地では，北日本の大平野におけるのと同様に，最上部に顕著な泥炭層あるいは腐

植質層が発達することが多い。

3．沖積低地の地形発達タイプ

沖積低地の地形発達や，古地理の変遷を明らかにするためには，まず，いくつかの地点について，堆積

物の特徴や堆積環境などが各種の分析結果にもとづいて明らかにされ，ついで複数の地点において明らか

にされた古環境にもとづいて，特定の時期の古地理・古環境が復元される。さらに，各時期における古地

理・古環境の時間的・空間的変化にもとづいて，地形発達史が編まれ，地形の発達と古環境の変化とのか

かわりが考察される（海津，ｌ９８１ａ，ｂ)。

沖積低地の古地理を復元するにあたっては，同一時間面の堆積物を認定し，それぞれの堆積物から推定

される地形や，堆積環境などにもとづいて，平野全体の地形が復元される。したがって，沖積低地の古地

理・古環境の復元にあたっては，堆積物中における同時面の認定が基本的事項となり，そのための堆積物

の確実な対比や年代の確定がなされなければならない。また，検討される時間・空間の密度が高いほど，

より詳細な地形変化や地形発逮史を明らかにすることができる。

さらに，これらにもとづいてそれぞれの沖積低地内における地形形成過程の地域的な違いや，他の沖積

低地との比較検討にもとづく地形発達過程の普遍性や地域的特性なども検討される。

このようにして明らかにされた沖積低地の地形発達を比較検討すると，いくつかの類似した地形発達の

タイプを認めることができる。海津（l981a，ｂ）では，各沖積平野を構成する沖積層の，’4Ｃ年代値や，

層相，層序などにもとづいて，最終氷期最盛期頃，晩氷期，完新世前半期，完新世後半期の四つの時期の

古地理を復元し，各沖積平野の古地理の変化から導かれる沖積平野の発達系列を明らかにした。それらは

６つの系列に区分されたが，本稿では，さらに単純化し，次の５つのタイプに整理する（図１)。

①扇状地タイプ：沖積低地の発達過程を通じて扇状地が顕著にひろがっていたと考えられるタイプ

で，最終氷期最盛期以降，晩氷期・完新世前半期・完新世後半期において，扇状地→扇状地→扇状地/氾濫

原→扇状地という古地理の変化を示す。富士川下流低地，大井川下流低地，黒部川下流低地などがこのタ

イプに属す。

②三角州タイプ：顕著な三角州が発達したタイプである。最終氷期最盛期には，河岸段丘にはさまれ

た細長い扇状地性の低地であったが，更新世最末期（晩氷期）には，海面の上昇にともなって低地の下流

側の地域から溺れ谷の状態となり，これに向けて三角州性の低地が形成された。さらに海面の上昇した完

新世前半期には，広い内湾あるいは溺れ谷が形成されたが，完新世後半には三角州の拡大にともなって，

内湾．溺れ谷は縮小し，上流側から扇状地（扇状地性低地）・氾濫原・三角州の発達する典型的な沖積低地

が形成された．このタイプには，東京下町低地（利根川一中川低地）・多摩川下流低地・矢作川下流低地・

濃尾平野などが含まれる。

③バリアータイプ：完新世後半期に潟湖が形成され，海岸部に砂堆を伴う氾濫原（三角州）状の低地

が形成されたタイプ。最終氷期最盛期には，河岸段丘の段丘崖にはさまれた細長い扇状地性あるいは谷底

平野的な低地であったが，更新世最末期（晩氷期）になり，海面が上昇すると，低地の下流側の地域から

溺れ谷の状態となって，これに向けて小規模な三角州が形成された。完新世に入り，さらに海面が上昇す

ると，低地の両側に発達していた河岸段丘は水面下に没し，砂州の内側に潟湖が形成された。この潟湖に
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面して，氾濫原および三角州が形成され，完新世後半には潟湖の埋積にともなう氾濫原・三角州の拡大，

あるいは沼沢地の形成によって，海岸部に砂丘・浜堤列などの発達する低地が形成された。石狩平野・新

潟平野などのほか，サロベツ原野・釧路平野・津軽平野などがこのタイプに属す。なお，津軽平野では，

拡大していた潟湖の名残りとして現在でも十三湖が存在しており，湖岸の干拓以前には顕著な烏赴状デル

タが発達していた。

④海岸平野タイプ：海岸平野を形成するタイプである。仙台平野や九十九里浜平野などでは，更新世

最末期頃まで河岸段丘（台地）にはさまれた細長い沖積低地の状態であったが，完新世に入って海面がさ

らに上昇し，段丘（台地）が水面下に没してしまうと，沖積低地は奥行きの浅い海岸線に沿った帯状のも

のとなる。その後，完新世後半になると低地の拡大がみられるが，それは主として海底堆積面の離水によ

るもので，沖積低地の地表には浜堤列あるいは砂丘が海岸線に平行に形成される。

⑤溺れ谷タイプ：主として溺れ谷の状態が継続したタイプ。東京湾沿岸の台地を刻む小谷や，多摩川
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下流低地の鶴見川流域，静岡県の太田川下流低地などでは，最終氷期最盛期以降早い時期から溺れ谷の状

態が継続した。完新世後半期には，水域が縮小して低地が形成され，沼沢地あるいは湿地の状態を経て現

在に至る。

4．沖積低地における泥炭地の形成

以上のように分類された沖積低地のタイプ別に，沖積層中の泥炭層の深度及び年代を整理した（図２)。

その結果，沖積低地における泥炭層の形成は，沖積低地の発達タイプによって明らかに地域的な違いが認

められた。各タイプ毎の泥炭地の発達状態および時期についてまとめると次の通りである。

①扇状地タイプ：扇状地タイプの沖積低地としては，太平洋岸においては，富士川･大井川･安倍川・

天竜川などの下流に発達する沖積低地をあげることができ，日本海沿岸地域では，黒部川・神通川・庄川
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図２
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沖積低地のタイプ別泥炭層の年代と産出高度（原則として泥炭層の基底付近の値を
示した）

Ａ三角州タイプの沖積低地

遠藤ほか（1987)，遠藤ほか（1988)，藤原ほか（1986)，古川（1972)，平井（1983)，
木越・宮崎（1966)，KAIzuKAgオαＩ.（1977)，松島編（1987)，阪口（1968)，海津
（1979）にもとづく．

Ｂ・パリアータイプの沖積低地

有賀（1984)，長谷川ほか（1967)，平井（1987)，ＩＨＩＲＡｅｊａﾉ.(1985)，梶山・市原
（1972)，熊木(1986)，前田(1977)，SAKAGucHI(1979),SAKAGucHIejaﾉ.(1985)，
海津（1976）にもとづく．

C､海岸平野タイプの沖積低地

小元・大内（1978)，森脇（1979)，松本（1981)，松本（1984）にもとづく．
Ｄ溺れ谷タイプの沖積低地

石塚ほか（1986)，小杉（1989)，前田（1984)，松島（1982a)，松島（1982b)，三好
ほか（1985)，長沢（1983)，太田ほか（1985）にもとづく．
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などの下流に広がる沖積低地をあげることができる。これらの沖積低地では，堆積物はいずれも砂喋質か

らなり，泥炭層の発達は，一般にほとんど認められない。したがって，沖積低地の発達過程においても，

広域にわたる大規模な泥炭地はほとんど発達しなかったと考えられる。

②三角州タイプ：三角州のよく発達する沖積低地としては，木曽川・長良川・揖斐川の流れる濃尾平

野や，東京湾に注いでいた利根川や，荒川などの堆積によって形成された東京下町低地・中川低地，矢作

川低地，太田川三角州が広い面積を占める広島平野などをあげることができる。これらの沖積低地では，

これまで多くの研究によって沖積層中と泥炭層が発達することが報告されている(たとえば,古川，１９７２；

森山･小沢，１９７２；遠藤ほか，1987)。それらのうち相対的に古い年代を示すものは，約10,000年前頃ある

いはそれ以前の年代を示しており，とくに１１，０００～9,000年前頃に集中している。その深度は-20～-45ｍ

付近のものが多く，典型的な泥炭層というよりは，腐植質土あるいは腐植混じり粘土層の状態となってい

る場合が多い。これらの生成は，KAIzuKAgZα/､(1977)やＥＮＤｏｅｊα/､(1982)などが指摘するように，後氷

期の海進（縄文海進）途上の一時的な海面の停滞，あるいは，低下とかかわるものと推定される。このよ

うな泥炭層に対し，比較的深度の浅い泥炭層も分布する。これらは海抜約－５ｍ以上に分布するもので，そ

の年代は大部分が４０００年前以降となっている。泥炭層の厚さは５ｍ以下のものが多い。

③バリアータイプ：バリアータイプの沖積低地は，石狩平野・釧路平野・庄内平野・新潟平野など，

海岸部に大規模な砂堆（砂州・砂噴・砂丘などを含む）が発達し，内陸側が閉塞されている沖積低地であ

る。これらの沖積低地では，縄文海進にともなって砂堆の背後に大規模な潟湖が形成され，その後の潟湖

の縮小にともなって広大な泥炭地が形成された。石狩平野やサロベツ原野など北日本の低地では泥炭層の

厚さが５ｍ以上にも達するところがあり，完新世中期以降,多くの地域でほぼ継続的に泥炭地が形成された

と考えられる。これに対して，新潟平野では，泥炭層は間に泥層をはさんで何枚かに分けられ，間歌的に

形成されている。庄内平野や大阪平野などでは泥炭層の発達は断片的で，比較的薄い。全体として，これ

らの沖積低地では，10,000年前頃あるいはそれ以前の年代を示す泥炭層がみられる一方，6,000年前頃以降

の年代を示す泥炭層がかなり良好に発達する（松下，１９７９；有賀，１９８４；ＩＨＩＲＡｇｊα/､,１９８５；SAKAGucHI

ejα/､，１９８５ほか)。

④海岸平野タイプ：仙台平野・石巻平野・九十九里浜平野などでは海岸線に平行して数列の砂堤が発

達する。縄文海進の高頂期には，最も内陸側の砂堤の位置まで海岸線が後退したと考えられ，その後，海

岸線が前進するにつれて新たな砂堤が形成された。これらの平野では，砂堤を構成する砂層上面の凹部に

泥炭あるいは泥炭質の堆積物が堆積している。それらの厚さは一般に薄く，また，顕著な広域的な泥炭地

の発達も認められない。仙台平野では泥炭層の厚さは1～2ｍ以下で，その年代は大部分が5,000年頃以降

の値を示している（小元・大内，１９７８；森脇，１９７９：松本，1981,1984)。

⑤溺れ谷タイプ：海岸付近に発達した小さな谷や大規模な沖積低地の支谷のうち，縄文海進高頂期に

溺れ谷となった谷では，その後の堆積によって堆積谷として発達したものが多い。このような谷では谷中

の堆積物は一般に泥質で，とくに，上部には顕著な泥炭の発達をみることが多い。南関東の台地を刻む谷

や,東京湾に注ぐ小河川の刻む谷などがその典型で,泥炭層の厚さは5ｍ以上に達する場合もある。泥炭層

某底の年代は，6,000年前以前にまでさかのぼることもあり，比較的早い時期から泥炭層の形成が開始して

いる（松島，１９８２；太田ほか，１９８５；小杉，１９８９ほか)。

5．沖積低地における泥炭層の形成条件

これまで述べたように，沖積低地における泥炭層の形成は，沖積低地のタイプによってかなり顕著な地

域的差異をみせる。上記の各タイプのうち，泥炭層の発達がかなり良好であるのは，バリアータイプ。溺

れ谷タイプ・三角州タイプの各タイプである。なかでも北日本のバリアータイプの沖積低地では，泥炭地

の規模が大きく，泥炭層の厚さ，広がりともかなり大きい。これに対して，溺れ谷タイプの低地では，泥

炭層の厚さは比較的厚いが，低地自体が小規模な谷中に発達したものであるため，泥炭地の広がりは限ら

れている。また，三角州タイプの平野では，泥炭地の広がりはバリアータイプに匹敵するほど広くなる場

合もあるが，泥炭層の厚さは一般に余り厚くない。

一方，海岸平野タイプの沖積低地では，泥炭層の厚さはあまり厚くなく，また，その広がりも大きくな
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い。さらに，扇状地タイプでは，すでに述べたように，泥炭層の発達はほとんど認められない。

以上のような違いが引き起こされる原因については，平野の形成過程とのかかわりが大きい。沖積低地

の形成には，最終氷期以降の海面変化が多大な影響を及ぼしている。なかでも，パリアータイプの沖積低

地や三角州タイプの沖積低地では，後氷期の急激な海面上昇にともなって，低地の内陸側の地域にまで広

がる潟湖や内湾が形成され，また，溺れ谷タイプの小谷においても比較的深い入り江（溺れ谷）が形成さ

れた。このような潟湖・内湾．溺れ谷などは，縄文海進高頂期以降のわずかな変動を伴うものの，全体と

しては安定した海面に対応して，次第に埋積された。

このうち，三角州タイプの沖積低地では，埋積の過程は海側に向けて三角州が拡大・前進していく形で

進行し，内陸側の地域は確実に陸化していく。東京下町低地や濃尾平野などでは縄文海進高頂期以降の海

岸線の前進はかなり顕著で，とくに前者では縄文時代前期から弥生時代までの問に海岸線は５０kｍ以上も

海側へ移動した(井関，1972)。その結果，三角州前縁部の背後の地域は氾濫原としての性格が強まり，河

川に沿って自然堤防が発達するようになる。自然堤防の背後や自然堤防と自然堤防とにはさまれた部分は

排水不良の後背湿地となり，一般にこのような後背湿地の部分に泥炭地が形成された。

これに対し，パリアータイプの沖積低地では，縄文海進高頂期以降，潟湖の埋積が進行するが，海岸部

における砂堆の存在のために，堆積物は潟湖の湖底を浅くするように堆積を続け，三角州タイプの沖積低

地のように背後の土地が着実に陸化していくといったのとは異なった低地の地形形成をみることができ

る。すなわち，堆積物の堆積によって潟湖の湖底が広い範囲にわたってきわめて浅くなり，その結果，陸

化する部分も上流側から順に陸化するというのではなく，かなり不規則にモザイク状に陸地の形成が進行

したものと考えられる。このような過程において陸化が遅れた部分には池沼が残り，広い範囲にわたって

排水不良の土地が出現した。泥炭地が顕著に形成されるのはこのような部分であり，石狩平野の篠津泥炭

地や，サロペツ原野中央部におけるように５ｍを超える厚い泥炭層が形成された。

溺れ谷タイプの沖積低地では，縄文海進高頂期に入り江が形成され，細長い溺れ谷となったが，その後

の海面の停滞あるいはわずかな低下にともなって陸化が進み，堆積物が谷中に堆積する。このような過程

において，大きな沖積低地の縁辺部に位置する小谷では，一般に，本流の堆積物によって支谷の末端部の

堆積が先行し，谷中の部分が閉塞されて排水不良地となりやすい。また，直接内湾などに面する谷では，

湾口に砂州や砂噴などが発達し，やはり，谷の内側が閉塞された状態となる。このような部分では，さき

に述べたパリアータイプの沖積低地と同様に水はけの悪い土地が形成され，顕著な泥炭層が発達した。

これらに対し，海岸平野タイプの沖積低地では，縄文海進高頂期以降の海面の停滞，あるいは微変動に

ともなって，海岸線の位置が海側に順次移動し，陸化した土地が海側に付加していく。このような過程に

おいて，海岸線に沿う浜堤（砂堤）が何列も形成されていくが，これらの浜堤（砂堤）は，全体として，

砂質であり，また微高地を形成しているため，泥炭はほとんど形成されない。海岸平野で泥炭の形成がみ

られるのは，浜堤と浜堤とにはさまれた凹地の部分，すなわち堤間低地の部分である。この部分では堆積

物はシルトあるいは砂質シルトからなり，地下水位も高いため，浜堤の部分に比べて植物が生育しやすく，

堆積物は植物片を多く含む腐植質あるいは泥炭質なものとなる。しかしながら，この堤間低地の部分も，

基本的には過去の浅海底の陸化した部分にあたっており，泥質堆積物の下位には浅い位置に砂層が存在す

る。一般に，泥質堆積物の厚さは数メートル以内で，泥炭が形成されたとしてもその厚さは比較的薄い。

また，その広がりも，浜堤列に挟まれた帯状の範囲に限られる。なお，最も内陸側に位置する浜堤の背後

にも排水不良地の存在が考えられるが，九十九里浜平野の椿海のような例外をのぞいて，一般には背後か

ら流入する河川の氾濫原堆積物によって埋積されるため，顕著な泥炭地は形成されていない。

扇状地タイプの沖積低地では，他の沖積低地に比べて，堆積物が砂喋質で水はけがよい。また，河川の

流路変更も比較的頻繁である。従って，静穏な環境のもとに長期間にわたって植物が継続的に生育すると

いうような条件はほとんど期待できず，継続的な泥炭層の形成はほとんどみられなかった。

6．泥炭層の形成時期について

沖積低地に発達する泥炭層の堆積時期についてみると，すでに述べたように，それらは大きく二つの時

期に分けることができる。一つは10,000年前頃を中心とする時期及びそれ以前の時期であり，他の一つは
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6,000年前頃以降の完新世中期以降の時期である。このうち前者は，年代測定結果が余り多くない点を考慮

しても，全体としてはかなりばらつきがあり，古いものでは約20,000年前に及ぶものもある。ただ，大局

的にみるなら，それらのうちのかなりのものは約9,000～11,000年前頃に集中する傾向を持っている。この

時期の泥炭層は，北海沿岸地域におけるbasalpeat（基底泥炭層）に相当し，完新世初頭の一時的な寒冷

化の時期にほぼ相当する。また，同時に，これまでの多くの海面変化に関する研究成果からも，この時期

に一時的な海面の低下があったという報告が多く出されており(太田ほか，1982)，これらの環境条件が泥

炭地の形成と密接なかかわりを持っていたことが推定される。

この時期における泥炭層の発達は，日本では比較的大きな平野において認められ，後氷期の急激な海面

上昇の過程における一時的な海面上昇速度の鈍化，あるいは海面低下が，臨海地域における低湿地の面積

を拡大させて，泥炭地形成の場を導いたと考えられる。ただし，基本的にはこの時期は後氷期の海面上昇

の過程にあり，海岸に近い低湿地に形成された泥炭地もその後の海面上昇によって，内湾あるいは潟湖の

広がる地域へと変化し，泥質堆積物によって埋積されている。また，これ以前の時期に形成された泥炭層

も，そのほとんどが一時的なものであり，また，氾濫原的な環境のもとに砂泥の堆積が継続していたため，

かなり分解の進んだ腐植質あるいは泥炭質の堆積物となっていることが多い。

一方，完新世中期以降に形成された泥炭層には，比較的厚いものも多く，それらはかなり安定した環境

のもとに継続的に形成されたと考えられる。泥炭層の形成開始時期についてみると，溺れ谷タイプの低地

では，その形成は６，０００年前頃に遡ることができ，後氷期の海面上昇がほぼピークに達する頃に早くも泥炭

の形成が開始している。また,パリアータイプの沖積低地でも泥炭層の厚さが6～7ｍに達するものがあり，

完新世中期には泥炭層の形成が始まっていたということを示している。これに対して，三角州タイプの沖

積低地では，約4,000年前以降に形成された泥炭地がほとんどであり，かなりの違いをみせる。

このような違いは，現在の沖積低地にあたる部分の陸化の時期の違いに由来すると考えられ，陸化の時

期は，縄文海進高頂期を中心とする時期に拡大した内湾や潟湖の規模，水深，さらにその後の埋積過程な

どと関係すると考えられる。一般に，三角州タイプの沖積低地では，縄文海進にともなって低地の奥深く

まで内湾が拡大したが，当時の内湾の水深は，濃尾平野南部では約３０ｍにも達し(海津，1988)，そのほか

の低地でもかなり深かったものと推定される。これに対し，溺れ谷タイプの低地では谷底の深度が浅く，

早くから低湿な土地の形成が進行したと推定される。

また，パリアータイプの沖積低地では，海岸線付近の水深はバリアーの発達のためにかなり浅く，その

後の埋積も，すでに述べたように,潟湖の湖底を浅くするような過程をたどって進行し,広い範囲にわたっ

て低湿な土地が形成されたものと考えられる。すなわち，三角州タイプの沖積低地では，内湾に面する低

湿なデルタの部分が海岸線の前進にともなって漸次海側へ移動し，内陸側の地域は，河川運搬物質の堆積

が進行する氾濫原へと変化した。また，内湾最拡大期の湾奥に面する沖積地の部分は，内陸部に位置する

ために地表勾配が現在のデルタ地域に比べてやや大きく，この点からも内湾最拡大期には広大な低湿地が

発達せず，大規模な泥炭地の形成がやや新しい時代から始まり，パリアータイプの沖積低地との泥炭地形

成開始期のずれが生じたと考えられる。

なお,3,000～2,000年前頃の年代を示す泥炭には現海面より低い位置に発達するものがあるが，これらの

中には弥生の小海退とよばれる3,000～2,000年前頃を中心とする一時的な海面の低下を反映したものがあ

ると考えられる。

一方，泥炭層の連続性についてみると，小溺れ谷における泥炭層は一般にかなり連続性がよく，多くの

地域で沖積層上部にかなりの厚さをもって発達している。これに対して，バリアータイプの沖積低地では，

広大な泥炭地の中央部の泥炭層がかなりの連続性をもって堆積しているものの，その縁辺部になると，泥

炭層中に砂泥質の堆積物がはさまったり,砂泥質の堆積物中に泥炭の薄層がはさまるといった状態になり，

堆積環境がかなり不安定であったことを推定させる。さらに，このような部分では，泥炭層自体が無機物

を多く含む泥炭質シルトあるいは粘土などに移化することも多い。これは，泥炭地への無機物の供給が相

対的に多くなったことの結果であるが，そのような無機物の増加が単に空間的な位置の違いによるものな

のか，泥炭地形成条件の時間的な変化を反映したものであるかといった点についてはより詳しい検討を必

要とする。すなわち，一般的には，湿原への河川運搬物質の流入によって泥炭層中の砂泥層を説明するこ
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とができるが，これが単純に氾濫原の拡大や河川流路の変化によるものであるのか，低地全体における土

砂供給量に変化が生じたものであるのか，あるいは，低地自体が何らかの理由によって顕著な堆積環境の

変化に見舞われたのかなどの点については今後詳しく検討されなければならない。

新潟平野では，沖積層上部にかなり顕著な泥炭が発達しているが，それらは砂層やシルト・粘土層の存

在によって何枚かの泥炭層に分けられる場合が多い。それらのうちのいくつかはかなり連続性がよく，広

域的に泥炭地が形成された時期のあったことを示している。また，すでに述べたように，「弥生の小海退」

の時期に泥炭層の形成が始まったところも多く，完新世後期における海面の微変動とのかかわりについて

も今後さらに確実な成果が得られるものと考えられる。

7．おわりに

これまで述べたことから，次のようなことが整理される。まず，泥炭層が良好に発達する沖積低地には，

縄文海進高頂期に溺れ谷となり，その後埋積谷として陸化した溺れ谷タイプの沖積低地，海岸部に顕著な

砂堆の発達するパリアータイプの沖積低地，三角州が良好に形成された三角州タイプの沖積低地などがあ

る。とくに，前二者では数メートルに及ぶ泥炭層の発達がみられ，パリアータイプの沖積低地では泥炭層

の広がりも大きい。このような泥炭地は，一般に河川運搬物質の供給があまり顕著でない部分で厚くなる

傾向を持っており，砂喋供給量の多い扇状地や，全体として砂質堆積物が広く分布する海岸平野タイプの

沖積低地では，局地的な凹地（排水不良地）の部分を除いて泥炭地の形成はほとんどみられない。

また，泥炭の形成時期は，海面変化との関係が深く，海面上昇速度が鈍化，あるいは海面が安定または

低下した，完新世初頭および完新世後半期に，顕著な泥炭層の形成が認められる。特に縄文海進高頂期以

降の海面がほぼ安定した完新世中期以降の時期には，相対的に早く陸化したにもかかわらず，水はけの悪

い小さな埋積谷やパリアータイプの沖積地において，泥炭層の形成が早くから始まっている。さらに，三

角州の拡大によって形成された新しい陸地や，背後の後背湿地の部分においても，つづいて泥炭地の形成

が進行した。

以上，沖積低地における泥炭地の形成について概観したが，今後さらに詳細な環境変化との関わりにつ

いての研究が進められることが望まれる。
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